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講義名 研究演習Ⅰ

小笠原　宏担当教員
後期 月曜日 ５時限開講期・曜日・時限

ゼミ
小笠原　宏ゼミ

概要説明
経営全般に関わるビジネス・モデルの分析及び新規提案を主眼におく。さらに多岐にわたる分野の教養を深めることを目指す。あらゆる方面で現実に直面する様々
な課題や問題にどう具体的に対応するかを実践例を含めて考察し、実践することを目指す。

教員よりの要望

経営学修士(ＭＢＡ）

学位

本ゼミは、２年後期のみの履修可。この科目は必修でなくなったので、基本的に従来の二群相当者は履修しないことを推奨。従来から一群、二群の二グループにわ
ける（進歩度、希望により変更は対応予定）。経営財務及び、ファイナンス分野、事業経営の専門的な内容の勉強は３年生（研究演習Ⅱ）で行う。３年時には他の
ゼミへの転籍希望があれば最優先でバックアップ（受入側教員との折衝は自分で行うこと。サポートはする）します。卒業単位の獲得と所定の年限での卒業と就職
先決定に対するアドバイスおよび相談には鋭意対応。ビジネスや、マーケティング、お金のことなど、経営の中での自分の興味ある分野を見つけ、新規事業提案な
どをどんどん行っていく積極性を発揮してほしい。自分の特性を売り込めるようになれることを目指します。レポートの所定回数提出が必須要件と毎年設定してい
る。限られた時間を自分のレベルアップのためにいかに活用するかが課題。全くの受け身や座ってるだけの学生は履修しても面白くないと思います。

講義コード 15019

備考

学部

小笠原　宏ゼミ

演習名

商学部

学科
商学科

教員英字氏名
Hiroshi Ogasawara

研究室
3411

最終学歴
慶應義塾大学大学院経済学研究科後期博士課程単位取得満期退学

主な研究活動・社会活動・研究業績
大学人物略歴欄他参照のこと。

主な卒業論文のタイトル
ネットワークビジネスの研究
中国自動車産業の考察
ＰＯＳの意義と将来性
サッカービジネスの将来性考察
企業評価手法の研究　　　職業としてのギャンブラー　等多彩。

趣味・特技
クレー射撃　ゴルフ　テニス　スキー　映画鑑賞　旅行　模型製作　他多岐。

所属
流通科学大学商学部

所属学会
金融学会　日本ファイナンス学会　経営財務研究学会　証券経済学会　行動経済学会

専門分野
経営財務　経営戦略　投資戦略　　金融論　実験経済学　行動経済学　

選考方法
基本的に面接をして希望や方向性を聞きたい。　ゼミとは何か、何のためにあるのかの理解、認識がこちらと学生の間で基本的錯誤がある場合が見受けられるため
。

担当科目
生活金融論　　ビジネス・ゲーム　財務戦略論　ゲーミング演習（院修）
研究演習　Ⅰ’、Ⅱ、Ⅲ

備考
本ゼミは、２年後期のみの履修可。3年生以降にしばりをかけるつもりはないので、経営財務など、ファイナンス分野、事業経営の専門的な内容の勉強は３年生（研
究演習Ⅱ）で行う。３年時（本演習単位取得後）には他のゼミへの転籍希望があれば最優先でバックアップ（受入側教員との折衝は自分で行うこと。サポートはし

評価方法
基本的に基本参考文献などの教材を提示をする。課題予習と討議参加、必要回数のとレポート提出、それを元にした個別面接指導などが基本的運用方法。さらに、
それぞれの授業の出席及び貢献度に応じて評価する。受け身の学生は、入ってもおそらく面白くないと思う。もっと群れるか(多人数）賑やかなゼミへいってもまれ
て下さい。


